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A 27-Year Record of Workshops for Teacher Training in Religion and Ethics 
TSUCHIYA Itaru 
I have held workshops for teacher training in religion and ethics every summer for 27 
years.  About 20 teachers have taken part eagerly in each of these workshops and the 
workshops were very effective for the teachers.  The climax of the workshops has been the 
trial lessons given on the 3rd day.  Various experiences, especially in regard to the lessons, 

















































































































































































































188名、カトリックの小中高からの参加は 73校、プロテスタント校からは 11校 12名の参加があっ
た。つまりリピーターが多いというのものこの WS の特徴であろう。この WS の参加者の構成は 3












入祭の歌は「主は水辺に立った」の 1番と 2番。閉祭の歌が 3番と 4番と何となく決まっている。
これから始まる 1年ぶりの WSに期待に胸をふくらませかつときめかせ歌う。 
セッションⅠ 出会いと再会 1 日目午後 
1. オリエンテーション 
2. 係の分担 






















セッションⅢ  カリキュラムと授業（2 日目午前） 
1. どの学年で何を教えているか。それぞれの学校のカリキュラムの紹介。 
2. 宗教・倫理の授業を展開する上で心がけていること 



















清泉女子大学教職課程紀要 第 1 号 36  
セッションⅤ 2 人の助言者からの提言（2 日目の夜） 


































 37 清泉女子大学教職課程紀要 第 1 号 
セッションⅨ まとめと今後の方向を探る（3 日目の午前） 
1. この WS でいったい何を得たのかを出し合う 
2. 次の１年間に自分の学校でぜひとも試みたいこと 
3. この WSならびに NETWORKができたらいいと思うこと 
後のセッションである。このセッションではまとめと今後の方向性（特に来年のテーマ）を考
える。 



























なっていくのだが、いつも 後まで残る人は決まっていた。初日の夜は 1時頃、2日目は 3時ころ、
3 日目は夜がしらじらとあけるまで話し込んでいたこともよくあった。3 日間で合計睡眠時間が 10
実践紹介 





































 39 清泉女子大学教職課程紀要 第 1 号 
スーパーやデパ地下のお総菜を買って持ち寄ったりお弁当を買ってきてそれを分かち合って楽
しむ。 
各メンバーが家で作ったものを持ち寄って料理を楽しむ。 
メンバーが材料を持ち寄り、一緒に料理するところから始まる。これの良さは料理のつくりかた
を一緒に学べるところにある。 
このワークショップの分かち合いは明らかに 後の例であろう。つまりみなで材料を持ち寄り、
それを一緒に調理し、できたものをみなで分かち合う形である。 
第 5として考えられることは、ここがなんでも分かち合える場所であることだろう。自分の学校
での失敗の体験も恥ずかしくもなく分かち合えるし、自分の勤務校に対する不平不満も聞いてくれ
る。直接的に利害関係があるという関係ではないので自由に話せるというのもあるだろう。特に適
切な助言が与えられるわけではないけれど、何よりも自分のことのように聞いてくれて、「自分に
も似たような失敗があった」と報告してくれたりするのは大きな支えとなる。 
5. 終わりに 
中高での宗教教育の現場から離れて 9年、さらに来年から私は大学での「宗教科教育法」の担当
からも外れる。つまり教育現場を持たなくなる。そんな自分が今後このワークショップとどのよう
に関わっていくべきか考えている。現場の教員たちの忙しさを知っているから、私はせめて裏方と
してワークショップの開催のための事務的なことを一手に引き受けてやってきた。 
これをこれからもずっと動けなくなるまで続けるべきかどうか、それとも潔く手放して後進に譲
り渡していくべきなのか。 
実は、私は本稿で「カトリック学校教員養成塾」の「養成」についても振り返ってみたかったの
だが、残念ながら今はここで打ち切るしかない。カトリック学校教員養成塾についてはぜひ別な機
会に取り上げてみたいと思っている。 
 
